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イチゴの新品種‘古都華'の育成とその特性

西本登志・信岡 尚*1・前川寛之・後藤公美・東井君枝*2・泰松恒男*3

木矢博之*4・吉村あみ叫・平山喜彦・峯岸正好・佐野太郎・米国祥二

Breeding and Characteristics of a N ew S仕awberryVariety ‘Kotoka' 

Toshi NIS阻MOTO，Takashi NOBUOKA'¥ Hiro)'¥水ilV仏EGAWA，H回i註iromi凶iGo町TO，KimiおeToα(戸'2乙，Tsu班un隠即巴叩oTA島削!lAT叩U'J
H阻lr叩0)'¥北副iK阻IY.弘A"叫4七，AmiYoωSH回lMU田JRA'4叫ヘ巴斗¥Yoshihiko lIIRAY;品!lA，Masayoshi 島卸EGISHI，Taro SANO and Hirotsugu YONEDA 

Summary 

A new strawberry vぽiety，‘Kotoka'，was selected企oma cross between ‘7-3-1' and‘Beni hoppe' in 2002. It was 
released in 2009.‘Kotoka' characteristics are as白110ws.
1.百letinle of flower bud initiation is slightly earlier也組曲atof‘Asukarubi'. The flowering period in forcing 
c叫加reis earlier than that of‘Asukぽubi'and later than that of‘Akihime'. 
2. The yield in forcing cul加 eis slightly less than that of‘Asuk削 bi'and markedly less than that of‘A凶lime'.The 
yield of企uitsof 15 grams or more is equivalent to that of ‘Asukarubi' . 
3.百lesoluble solids content and acidity of the fruit are high.百iefruit is血mdぽ泊gh紅ves由19time in forcing 
culture. 
4. The plant height in forcing culture is equivalent to that of‘Asuk紅ubi'or 'Akihime' in December and greater than 
that of ‘Asukarubi'加February.
5. The flower sta1k is su節cientlylong也atgibberel1in trea伽lentat flower bud emergence is unnecessary. 
6. CO2 trea伽lentmakes金目tsyield about 20% more. 
7. 40-45 runner plants per mother plant are propagated on the bench using a sawdust substrate. 
8. Low tempera加rerequirements for breaking endodormancy are as low as those of ‘Nyoho'. 
9.‘Kotoka' shows no resist組 ceto Fusariutn wilt， powdery mildew， or anthracnose. 

Key Words: Strawberry， Variety， Forcing culture， High soluble solids content， Finnness 

緒言

イチゴ(丹'agariax ananassa Duchesne)の‘アスカル

ビー'は， うどんこ病防除に多大な労力を必要とする‘と

よのか'に替わる品種として育成されベ 2000年2月に品

種登録された奈良県のイチゴ産地における主要品種である.

‘アスカルビー'は草勢が強く，大果性で，連続出膏性が

高く， うどんこ病防除が容易な省力的で多収性の品種であ

るが4) 4月以降の高温期には果実の日持ち性が低下する

ため 6)出荷後に包装容器内で果実が潰れ，容器の底に果

汁が溜まる不良品発生が問題となっている.一方，流通・

販売関係者は，生産者あるいは収穫時期の違いによる食味

の変動が激しいことをしばしば指摘し，生産出荷団体に対

し改善を求めている.

近年は，市場流通と比較して輸送時聞が格段に短いため

に高温期の日持ち性低下が問題となりにくい直売施設を利

用した販売や庭先販売が，‘アスカルビー'の欠点を補う取

引方法として増加している.このような直売は，市場流通

における末端販売価格と同等の単価での取引が可能であり，

販売労力の増加に見合う売上げの増大があれば，経営向上

のための有効な手段となり得るため，消費地内産地である

本県では更なる取引量の拡大が見込まれる.

田口ら 5)は生食用トマトの直売について調査を行い，糖

度などの品質に関して評判の良いトマトを販売する生産者

は，品質よりも低価格を特徴としている生産者と比較して，

より多くの顧客を確保できると報告している. トマトと同

じく各生産者の味の特徴が判りやすいイチゴにおいても食

味が良好で変動の少ないことが顧客の獲得・維持につなが

ると考えられる.

そこで，生産者と実需者の直接取引における利用を見据

え，食味が安定して良好であり，‘アスカルビー'と同様に

大果性で省力的なイチゴの育種に取り組み，目標にほぼ適

った品種を育成したので，その経過と特性を報告する.

材料および方法

試験1.育成

交配は，奈良県農業総合センター育成系統の '7-3-1'

*1 現奈良県中央卸売市場
*3 現 白鳥イチゴ研究所

*2 現奈良県北部農林振興事務所

*4 現奈良県中部農林振興事務所
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を子房親として紅ほっぺ'を花粉親として用いて， 2002 

年2月から 4月に行った.同年5月に播種して得られた 600

株のセノレ苗を 7月に網室内に設置したベンチへ移植し，生

育良好な株を 2002年9月から 2003年 3月の促成栽培に供

して選抜を行った.2003年 9月から 2004年 3月に選抜系

統のランナー苗 5株を， 2004年9月から 2005年3月に選

抜系統のランナー苗 10株を，それぞれ促成栽培に供した.

なお，‘7-3-1'は， 1995年に子房親に‘さちのか花粉

親に‘1-7-9'を用いて交配し得られた系統であり， '1-7-9' 

は1989年に，子房親に‘アスカワェイブ¥花粉親に‘女

峰'を用いて交配し得られた系統である.

試験2.促成栽培適応性

1.生産力検定

2005年， 2006年および2008年に促成栽培を行い，第 1

表に示した栽培概要により生産力を検定した.‘古都華'並

びに県内産地の主要品種である‘アスカルビー'と，県内

栽培品種である‘章姫¥‘さがほのか'および‘さちのか'

を供試した. さらに， 2005年は‘福岡S 6号¥官民研い

548¥ ‘女峰'および‘とちおとめ'を， 2006年は‘熊研

い548'と‘とよのか'を， 2008年は‘福岡S 6号'と‘と

ちおとめ'を，それぞれ供試品種に加えた.

栽植間隔は，畦幅 120cm，株間 23cmの2条植えとし，

11月中，下旬から 3月下旬までは， 60 W白熱電球 10個/a

を用いた 3時間の日長延長による電照を施した.他の管理

は，‘アスカルビー'の促成栽培の慣行法4)に従った.

供試株数は， 2005年は各区 24株で，‘章姫'は l区制，

他の品種は2区制， 2006年は各区22株で 2区制， 2008年

は各区 10株で，‘章姫'と‘さがほのか'は5区制，他の

品種は4区制とした.

収量特性はいずれの年も収穫果数および果重を収穫始

めから 4月下旬まで調査した.生育特性として， 2006年と

2008年の第 1花房第 1花の開花日と， 2006年 12月8日と

2007年 2月 14日に，各品種 10株について，草高，草丈，

葉身長および葉身幅を調査した.各区において 80%以上の

株で開花が認められた日を開花日とし，草丈は草高調査葉

を，葉身長と葉身幅は草高調査葉の中央小葉をそれぞれ調

査した.果実特性は， 2005年 12月 15日から 2006年4月

第1表生産力検定試験の栽培概要
Table 1. Summary of cultivation on yield trial. 

26日までおよそ 2週毎に，各品種7果について，糖度，酸

度および硬度を調査した.糖度はデジタノレ糖度計四一101

( (株)アタゴ)，酸度はアシライザー(富士平工業(株))を

それぞれ用いて，果実の搾汁について測定した.果実硬度

は直径5mmの円筒形プランジャーを装着したデ、ジタルフオ

ースゲージ((株)イマダ)を用いて，果実中央部で測定し

た.

2.第 1花房の伸長性

2008年に‘古都華'と‘アスカルビー'を促成栽培に供

試した.二酸化炭素施用は行わず，ハウス被覆後のハウス

内温度管理は 24
0C設定の換気扇により行った.他の管理は，

2008年の生産力検定に準じた.出昔揃い期の 10月27日に

ジベレリン 10ppm液を 5ml/株噴霧し，‘古都華'では噴

霧処理を行わない無処理区を設けた.供試株数は各区 10

株で 4区制とした. 12月 10日に花梗長，花房長，草高，

草丈，葉身長および葉身幅を調査した.草丈は草高調査葉

を，葉身長と葉身幅は草高調査葉の中央小葉をそれぞれ調

査した.

3.二酸化炭素施用の効果

‘古都華'の無仮植苗を 2007年9月 18日に定植し，同年

10月 19日にマルチング， 11月 12日に内張被覆を行った.

11月 20日から日射センサーを備えた灯油燃焼装置により

二酸化炭素施用を行う施用区と行わない無施用区を設けた.

施用区では 143m2 のパイプハウス内に燃料消費量 0.081~

0.417 L/hの灯油燃焼装置 l台を設置し， 2008年 3月 31

日まで施用した.ハウス被覆後のハウス内温度管理は換気

扇により行い，換気設定温度は慣行に従い施用区では 26
0
C，

無施用区では 24
0Cとした.供試株数は各区 22株で 2区制

とした.他の管理は，生産カ検定に準じた.

収穫果数および果重を 2007年 12月1日から翌年4月30

日まで調査した.また， 2008年 2月 1日から 4月 25日ま

で計8回，各区7果について，糖度，酸度および硬度を

2005年の生産力検定に準じて調査した.

試験3.生態的特性

1.花芽分化期

雨除け下に設置した高さ，幅および培地の深さがそれぞ

れ85cm， 135 cmおよび 10cmの育苗ベンチ3)で‘古都華'

換気扇設定温度
年次 苗質 定植 ビニル被覆マルチング内張被獲二酸化炭素施用z

(OC) 

2005 9月21日 10月初日 10月24日 11月15日 有り 26 

2006 無仮植 9月19日 10月19日 10月23日 11月7日 無し 24 

2008 9月17日 10月16日 10月20日 11月17日 有り 26 

z日射センサーを備えた灯油燃焼装置を使用

yおがくずを培地とするベンチで育成
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と‘アスカルビー'の無仮植育苗を行った.培地は，県内

産地で広く用いられている国産ヒノキのおがくずの単用と

した.

直径 9cmのポリエチレンポットで育成した親株を 2008

年 4月 15日に株間 45cm，ベンチの片端への 1条植えで，

ランナ一発生方向を揃えて定植した.また，定植に際して

は，活着を促すために植え穴を大きく空け，ポットの鉢土

と培地の聞にビートモスとパーミキュライトを体積比で等

量混合した培地 2Lを入れた.定植後は， 1日2回・ 10分

間の濯水を濯水用チューブ(スミサンスイマノレチ 100，住

化農業資材(株))を用いて行った.基肥として，緩効性肥

料 (IB化成 S1号)を用いて親株の株元へ株あたり N成分

量で1.5gずつ施用し， 100日溶出タイプの緩効性肥料(ロ

ング 100)をN成分量で 5.2 g/rri，マンガン 19%とホウ素

9%を含有する微量要素剤 (FTE1号)を 3.7g/rri，それぞ

れ培地全面に表層施用した.さらに， 5月 26日， 6月 26

日および7月28日に緩効性肥料 (IB化成S1号)をランナ

ー伸長範囲に N成分量で2.2g/rri表層施用した.他の管理

は，‘アスカルビー'のベンチ無仮植育苗の慣行法3)Iこ従

った.

‘古都華'は 2008年 9月 12日から 23日に 3日から 4

日毎に 6株について，‘アスカルビー'は9月 16日， 19日

および23日に6から 7株について花芽分化程度を調査した.

2.休眠特性

‘古都華¥ ‘アスカノレビーに ‘宝交早生¥ ‘女峰'およ

び‘とよのか'を 2008年 10月上旬に直径9cmのポリエチ

レンポットに移植し露地で育成した.各品種 10株ずつを，

12月 13日， 12月22日， 1月3日， 1月 13日， 1月22日，

2月 10日および3月3日から最低温度 15
0C設定・自然日長

条件の温室で生育させ，温室搬入 50日後の展開第2葉の葉

柄長と発生ランナー数を調査した.なお， 50C以下の低温遭

遇時聞は，それぞれ 146時間， 213時間， 355時間， 444時

間， 571時間， 762時間および921時間で、あった.

試験4.ベンチ無仮植育苗におけるランナー増殖特性

試験3と同様の育苗ベンチと培地を用いて‘古都華'を

2008年3月26日， 4月 15日および5月5日に定植した.

定植時に親株から発生しているランナーは摘除しなかった.

他の管理は，試験3に準じて行った.供試親株数は各定植

日につき 3株で3区制とした.親株から発生しているラン

ナー数を 4月 15日， 5月5日および6月 5日に調査した.

また，定植可能な程度に発根した百の数を，クラウン径 6mm

未満， 6 mm以上 9mm未満および9mm以上に分けて 9月 12

日に調査した.

詰験5.病害抵抗性

病害抵抗性検定は，萎黄病， うどんこ病および炭症病に

ついて，それぞれ2度ずつ実施した.

1.萎黄病抵抗性

‘古都華抵抗性品種の‘アスカウェイブ¥‘はつく

に'および擢病性品種の‘宝交早生‘麗紅'を供試した.

奈良県農業総合センター内の萎黄病菌 (Fusarium 

oxysporum f. sp. 企'agariae)汚染圏場に，無仮植育苗法

で育成した苗を 2005年7月 18日並びに 2006年8月 16日

に定植し，それぞれ定植46日後と 30日後に，発病株率，

発病度および枯死株率を調査した.発病度は病徴により 5

段階 (0:無病徴， 1: 小葉 1~2 枚が奇形， 2:小葉 3枚以上が

奇形， 3:萎凋， 4:枯死)に分類して株毎に評点指数を与え，

評点指数の平均値に 25を乗じて算出した.供試株数は各区

10株で2区制とした.

2. うどんこ病抵抗性

‘古都華抵抗性品種の‘宝交早生'および擢病性品

種の‘とよのか'を供試し， 2006~2007 年の検定試験では

‘アスカルビー'を加えた.露地圃場に 2005年 11月8日

並びに 2006年 10月 16日に定植し，それぞれ定植翌年に当

たる 2006年6月 15日と 2007年 6月22日に，自然発病下

での発病株率と発病度を調査した.発病度は病徴により 5

段階 (0:無病徴， 1:小葉に僅かな発病， 2:小葉に明らかな

発病， 3:小葉の1/2以下のほとんどの部分に発病， 4:小葉

の1/2以上のほとんどの部分に発病)に分類して前述と同

様に算出した.供試株数は各区 10株で2区制とし，調査は

展開葉 3葉/株を対象に行った.なお，春季には雨除け被覆

とマノレチングpを行った.

3.炭痘病抵抗性

‘古都華抵抗性品種の‘Dover¥ ‘宝交早生'および

権病性品種の‘女峰¥‘とよのか'を供試し， 2008年の検

定試験では ιアスカルビー'を加えた.直径9cmのポリエ

チレンポットで育成した苗に，炭症病菌 (Col1etotrichum

gloeosporioides)の分生子懸濁液を約 10mll株，噴霧接

種し，接種後 15時間ポリフィルムで被覆した.被覆除去後

は，露地条件で頭上濯水により管理した.供試株数は 20

株とした.2005年は分生子懸濁液濃度を 5.0x105個Imlと

して， 8月24日に接種を行い，接種7日後に発病株率， 14 

日後に葉柄部の発病度， 21日後に枯死株率をそれぞれ調査

した.2008年は分生子懸濁液濃度を2.5x105個Imlとして，

8月 12日に接種を行い，接種8日後に発病株率， 13日後に

葉柄部の発病度， 23日後に枯死株率をそれぞれ調査した.

発病度は病徴により 5段階 (0:無病徴， 1:微少な病斑， 2: 

微少な病斑が多発， 3:拡大型病斑または葉柄折損， 4:枯死)

に分類して前述と同様に算出した.
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ルビー'より大きく， 2008年はほぼ同等であった.5g以上

の正常果の収穫果重は，‘アスカルビー'と比較して， 2005 

年は大きく， 2006年はほぼ同等であり， 2008年は小さかっ

た(第 1図). 

2.果実特性

g古都華'の果実糖度は， 2月 23日と 4月 28日を除く

全調査日において，全供試品種の中で最も高かった(第 2

図).特に， 12月から 1月は 11.6~12. 7%と顕著に高かっ

た.‘古都華'の果実酸度は，‘アスカルビー'と比較して

変動幅が小さく，全期間を通して‘章姫'より明らかに高

かった.‘古都葉'の果実硬度は，‘さちのか¥‘さがほの

か'および‘とちおとめ'とほぼ同等だった 2月 23日を除

き，全期間を通して最も大きかった.

3.生育特性

‘古都華'の第 l花房第 1花開花日は，‘アスカルビー'

と比較して 2，3日早く，‘章姫'と比較して約 5日遅かっ

た(第3表). 

収穫始期の 12月8日には調査した全ての形質において，

‘アスカルビー'並びに‘章姫'と有意な差は認められな

かったが，厳寒期の 2月 14日には草高と草丈が‘アスカル

ビー'と比較して有意に大きく，‘章姫'と比較して大きい

傾向が認められた(第3図). 

出昔時のジベレリン処理が‘古都華'の生育に及ぼす影響

は花房長に現れ，無処理区の約 30cmに対して，処理区で

は約 33cmで、あったが，ジベレリン処理を行った‘アスカ

ルビー'と比較すると，いずれも長かった(第4表).一方，

ジベレリン処理が‘古都華'の花梗長，草高，草丈，小葉

果

試験1.育成

2002年 9月から 2003年 3月の促成栽培において 1個体

を選抜し，系統名を‘14-26一1'とした.2003年から 2005

年の促成栽培において生食用イチゴとしての実用形質を調

査し， 2005年より特性検定と生産力検定， 2006年より現地

適応性検定をそれぞ、れ行った.各検定の結果から実用に適

う品種であると判断して，‘古都華'と命名し， 2009年 7

月 16日に品種登録出願を行い，同年9月 24日に出願公表

結

された.

なお，現地適応性検定試験は， 2006年は 2ヶ所， 2007 

年は 4ヶ所， 2008年は 2ヶ所の継続実施を含む 14ヶ所，

2009年は 12ヶ所の継続実施を含む 36ヶ所で行い， 2008 

年と 2009年は‘奈良8号'の名称を使用した.

試験2.促成栽培適応性

1.収量特性

‘古都華'の収穫開始日は 11月下旬から 12月初旬であ

り，‘アスカルビー'とほぼ同じか僅かに早く，‘章姫'よ

りやや遅かった.11月から 12月の収穫量は‘アスカルビ

ー'の約 50~70%，‘章姫'の約 40~50%，全収穫量は‘ア

スカルビー'の約 80~95%，‘章姫'の約 65~80%であっ

た(第2表). 

不受精果率には年次変動がみられたが，乱形果の発生は

極めて少なく，正常果率は‘アスカルビー'よりも明らか

に大きく，‘章姫'と比較すると同程度以上であった. 15g 

以上の正常果の収穫果重は， 2005年と 2006年は‘アスカ
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西本登志ほか:イチゴの新品種‘古都華'の育成とその特性 (5) 

(2005年)

古都華

アスカルビー

章姫

福態研岡SいE54号~ I l 掴 r川二k弘、、主EEτ可Zz主=Zz主zZz主s2z主sEF， 二掴 ・果重25g以上

さどがさちほちお女ののと錯かかめ "p，a T一T一一一 Fah'主h当、a、、，圃 園ロ回同閲同 m115旬zg以以以上上上2215匂5g6未未未満満満

(2006年) ロ同旬以上10g未満

樫日註 アスカ古ル都ビ華ー I rLFIMIIMI].・Uu唱 E不受精果

章姫 ーー 圃乱形果

熊研い548

さちのか

さがほのか

とよのか p羽 t111，'..・・・・

古都華

アスカルビー

章姫

福岡S6号

さちのか

さがほのか

とちおとめ

(2008年)

o 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1，000 1 ，1 00 
(g/株)

第1思促成栽培における重量別果実収穫量
Fig. 1. Yield by weight of strawberry varieties in forcing culture. 

第3表促成栽培における第1花房第1花開花日
Table 3. Flowering periods of strawberry varieties in forcing 
culture. 

年次 品種 開花田

古都華 11月9日

アスカルビー 11月11日

章姫 11月4日

2006 熊研い548 11月7日

さちのか 11月7日

さがほのか 11月4固

とよのか 11月5日

古都華 11月7日

アスカルビー 11月10日

章姫 11月2日

2008 福岡86号 11月11日

さちのか 11月9日

さがほのか 11月8日

とちおとめ 11月7日

第4表出着時のジベレリン10ppm液の噴霧処理が生育z，こ及ぼす影響
Table 4. Effect of 10ppm gibberellin treatm間企atflower bud emergence time on stra川berrygrowth 

品種 ジベレリン処理 花梗長 花房長 草高 草丈Y 葉身長Y 葉身幅Y
(cm) (cm) (cm) (cm) (cm) .(cm) 

有り 12.2 33.3 27.3 31.8 11.3 9.1 
無し 11.4 30.1 26.7 31.1 11.1 8.8 

古都華

分散分析ス n.s 本 n~ ~& ~& ~& 

アスカルビー 有り 13.7 28.7 24.7 29.3 13.0 11.1 

Z2008年10月27日に噴霧処理し12月10日に調査

y草高調査葉を調査

、は5出水準で有意差有り， n.s.lま有意差無し
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第3図促成栽培における生育特性

Fig. 3. Growth characteristics of strawberry varieties in forcing culture. 
同一調査日において，異なるアルファベット聞には
Tukeyi去により脱水準で有意差あり

2006年12月8日12/15 12/26 1113 1127 2/13 2/23 3/13 3/22 4/14 4/28 

(月/日)Z

第2図促成栽培における果実特性
Fig. 2. Soluble solids content， acidity and firmness of骨uitsof strawberry varieties 
in forcing culture. 

Z2005年-2006年

口12月Z

図1月

四2月

日3月・4月

平均果重 16.7g/果

平均果重 15.9g/果

施用

無施用

200 300 400 

収穫果重(g/株)

第4図二酸化炭素施用が‘古都華'の収穫果重と平均果重に及ぼす影響
Fig. 4. Effect of C02 treatment on the yield of strawberry variety 'Kotoka' 

Z2007年-2008年

600 500 100 。

の葉身長および葉身幅に及ぼす影響は認められなかった.

4.二酸化炭素施用の効果

‘古都華'の二酸化炭素施用区の収穫果重は無施用区と

比較して約 19%大きかった(第 4図).平均果重は，無施

用区で 15.9gであったのに対して，施用区では 16.7gと僅

かに大きかった.二酸化炭素施用が果実の糖度，酸度およ

び硬度に及ぼす影響は認められなかった(第5表). 

試験3. 生態的特性

1.花芽分化期

‘アスカルビー'では9月 19日まで未分化株が認められ

たのに対して，‘古都華'では9月 16日以降に調査した全

ての株で花芽分化が確認された(第6表). 



(7) の育成とその特性西本登志ほか:イチゴの新品種‘古都華'

硬度(N/5mmφ)

施用 無施用

2.81 2.60 

2.70 2.60 

2.06 2.19 

2.74 2.46 

2.60 2.35 

2.16 2.15 

1.93 2.18 

2.15 2.31 

n.5. 

調査日之

2月1日

2月12日

2月22日

3月5日

3月7日

3月14日

3月26日

4月25日

分散分析y

Z2008年

y各調査項目において処理区間で有意差無し

第6表花芽分化程度の推移
Table 6. Flower bud initiation time of 5trawberry. 

花芽分化程度Z

9月9日 9月12日 9月16日 9月19日 9月23日

古都華 xxxxLl.ム xxムムムo OO@... @@.... @..... 
アスカルビー ー xxxムムム。 xLl.O@@。 ムムO@@@.

Z2沼08年に調査， x:未分化期， LI.:分化初期， 0:分化期，@:花房形成期，・:幕片形成期~蔚・雌ずい形成期

品種

生'で 762時間，‘女峰'で 213時間であったのに対して，

‘古都華'では発生ランナー数の急激な変化は認められず，

低温遭遇が 355時間と 444時間ではほとんど差が認められ

なかったことを除き，低温遭遇時聞が長いほど大きい傾向

を示した.低温遭遇時間に関わらず‘古都華'の発生ラン

ナー数は‘女峰'と同程度で、あった.

葉柄の急激な伸長は，‘アスカルビ-'.では低温遭遇時聞

が444時間，‘宝交早生'では 571時間でそれぞれ見られた

が，‘古都華'では‘とよのか'並びに‘女峰'と同様，認

められなかった.低温遭遇時間に関わらず‘古都華'の葉

柄長は供試品種の中で最も大きかった.

試験4.ペンチ無仮植育苗におけるランナー増殖特性

‘古都華'の育苗初期の発生ランナー数は， 3月 26日定

植区および 4月 15日定植区と比較して， 5月 5日定植区で

著しく少なかった(第7表).また，採苗期におけるクラウ

ン径6mm以上の発様子苗数は，5月5日定植区と比較して，

3月 26日定植区および4月 15日定植区で明らかに多かっ

た(第8表). 

2.休眠特性

5
0C以下の低温遭遇時聞が加温開始 50日後の発生ランナ

ー数と最大葉の葉柄長に及ぼす影響を第 5図に示した.

発生ランナー数が急激に多くなった低温遭遇時間は，‘アス

カルビー'で 921時間，‘とよのか'で 571時間，‘宝交早

3.0 

2.5 

2.0 

1.0 

1.5 

0.5 

第5表二酸化炭素施用が‘古都華'の果実品質に及ぼす影響
Table 5. Effect of C02 treatment on 50luble 50lid5 content， acidity and 
hardne55 inホruit5of 5trawberry variety ‘Kotoka' . 

糖度(%) 酸度(百)

施用 無施用 施用 無施用

11.4 10.6 0.553 0.521 

11.5 11.5 0.506 0.505 

11.2 12.3 0.545 0.556 

9.7 10.6 0.578 0.5石1

9.8 10.0 0.549 0.477 

8.3 9.0 0.501 0.485 

9.7 8.6 0.613 0.567 

9.7 10.1 0.614 0.636 

n.5. n.5. 

訴
ー
ト
λ
小
川
明
総

-0-古都華

一×ーアスカルビー
一企ーとよのか

「企ー宝交早生

4・一女峰

第7表親株定植時期が‘古都華'の育苗初期の発生ランナー数に及ぼす影響
Table 7. E仔'ectof planting time on number of generated runner5 of 5trawberry 
variety 'Kotoka'. ' 

0.0 

30 

25 

20 
(
E
O
)
蝋
辱
鰍 15 

10 

5 

6肩5日

16.7 ::!: 0.8 

16.3 ::!: 1.1 

6.7 ::!: 2.0 

フン子二薮U覇幕7
5月5日
7.7 ::!: 0.8 

6.7 ::!: 0.4 
4.0 ::!: 0.7 

1互~
2.7土1.5y 

2.7 土 0.4

親株定植日Z

3月26日
4月15日
5月5日

Z2008年

y標準誤差(n=3)

921 

第5図 50C以下の低温道遇時聞が加温z開始Y50日後の発生ランナー数と最大業の葉
柄長に及ぼす影響

Fig. 5. Effect of chilling hours under 50C on the growth of strawberry varieties after 
heating. 

z最低気温150C

Y2008年12月13日， 12月22日.2009年1月3日， 1月13日， 1月22日， 2月10日および
3月3自に開始

213 355 444 571 762 

50C以下の低温道遇時間

146 
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試験5.病害抵抗性

1.萎黄病抵抗性

2カ年実施した検定試験における‘古都華'の発病度は

68.8， 28.8，枯死株率は 20%，0%であり，ともに抵抗性

品種の‘アスカウェイブ'並びに‘はつくに'と比較して

著しく大きく，擢病性品種の‘宝交早生'並びに‘麗紅'

と比較して同程度もしくはやや小さかった(第9表). 

2. うどんこ病抵抗性

擢病性品種の‘とよのか'と‘古都華'の発病株率は同

程度であり，発病度はやや小さい傾向が認められた(第 10

第8表親株定植時期が a古都華'の発生子苗数Z(こ及ぽす影響
Table 8. Effect of planting time on number of generated runner plants of strawberry 
variety ‘Kotoka'ー

親株定植田 ヲヲ考古荏
9mm以よ 6mm以よ9mm未満

3月26日 10.0 23.7 
4月15日 12.7 24.8 
5月5日 7.0 11.4 

Z2008年9月12日に1親株あたりの発生子苗数を読査
y標準誤差(n=3)

6m盟主重
8.7 
8.6 
7.4 

計

42.3土 3.0y 

46.0土 2.3
25.9 :!:: 7.0 

第9表萎黄病抵抗性検定結果
Table 9. Results of Fusarium wilt resistance test in strawberry varieties 

発病株率 z 枯死株率
年次 品種 発病度

(%) 

古都華 100 68.8 20 
アスカウェイブ 10 2.5 0 

2005 はつくに ~ 1M 0 
宝交早生 100 72.5 35 

麗紅 1∞ 80.0 55 
--苦訴語・・・担割'ーーー司ーー-1Ef............五.8 ーーーEE---EE---.3

アスカウェイブ 10 2.5 0 
2∞6 はつくに 5 1.3 0 

宝交早生 100 60.0 15 
麗紅 100 40.0 0 

Z5段階(0:無病徴， 1:小葉1-2枚が奇形， 2:小葉3枚以上が奇形， 3:萎凋， 4:枯死)に分類し株毎
に評点指数を与えて，評点指数の平均値に25を乗じて算出

第10表うどんこ病抵抗性検定結果
Table 10. Results of powdery mildew resist渇ncetest in strawberry varieties. 

発病株率
(幼

古都華 100 36.1 

宝交早生 70 3.9 

とよのか 100 56.4 

古都華 90 12.5 

宝交早生 30 0.8 

とよのか 100 46.4 

アスカルビー 100 8.3 

Z5段階(0:無病徴， 1:小葉に僅かな発病， 2:小葉に明らかな発病， 3:小葉の1/2
以下のほとんどの部分に発病， 4:小葉の1/2以上のほとんどの部分に発病)に
分類し株毎に評点指数を与えて，評点指数の平均値に25を乗じて算出
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西本登志ほか:イチゴの新品種‘古都華'の育成とその特性 (9) 

表).‘アスカルビー'と比較すると，‘古都華'の発病株率

と発病度はともに同程度で、あった.

3.炭症病抵抗性

擢病性品種の‘女峰'と比較して，‘古都華'の発病度は

同程度であり，枯死株率は大きかった(第 11表).‘アスカ

ルビー'と比較すると，‘古都華'の発病度と枯死株率はと

もに明らかに大きかった.

考察

奈良県を含む近畿のイチゴ産地では，都市近郊産地ある

いは消費地内産地という立地条件を活かし，市場流通の他

に，直売，すなわち直売施設を活用した販売，庭先販売，

観光農園および量販庖や果実専門屈との直接取引が盛んに

行われている.一般の市場流通においては関係者の立場に

よりイチゴ品種に求められる特性が異なり，生産者は収量

性と栽培容易性，流通関係者は果実の輸送性， 日持ち性お

よび食味の安定性，加工業者は加工適性，一般消費者は自

らの噌好に合う食味特性をそれぞれ最も重視していると考

えられる.一方，直売は顧客確保を望む生産者と美味しさ

を求める消費者あるいは販売者の直接取引であるため，顧

客が魅力を感じる安定した食味が品種特性として特に求め

られる.

そこで，安定した良食味性を備え，大果で収穫・調製作

業労力の軽減に有用な品種として‘古都華'を育成した.

促成栽培において，‘古都華'の果実の糖度，酸度および硬

度の収穫時期による変動を，全国で栽培される 8つの品種

と比較調査した.いずれの品種も同様に季節変動する傾向

を示したが，‘古都華'は収穫全期聞を通して糖度，酸度お

よび硬度が高く推移したことから，現在流通している主要

品種の中で特に安定して良食味な品種であると位置付ける

ことができると判断された.促成栽培における収量は，‘ア

スカルピー'並びに‘章姫'と比較して少なかったが， 15g 

以上の正常果の収穫果重は‘アスカルビー'と比較して同

等以上であり，かっ，乱形果が極めて少ないことから，‘古

都華'は高単価で販売できる果実の割合が多く，省力的な

品種であると考えられる.また，‘古都華'は花房が長いた

め，花房伸長を促すためのジベレリン処理は不要と判断さ

れる.さらに，二酸化炭素施用は，増収効果が認められ，

施用費とイチゴの販売価格次第で，有効な経営向上手段と

なり得る.また，ランナ一発生のために多大な低温遭遇時

聞を必要としないため，冬季の親株養成を雨除け下で行う

ことが可能と考えられる.

しかし，‘古都華'は萎黄病， うどんこ病および炭症病

のいずれにも抵抗性を有しないため，育苗時の無病苗の利

用，萎黄病と炭症病の感染を回避できる育苗法の採用およ

び収穫開始期までのうどんこ病に対する薬剤防除の必要が

ある.さらに，栽培技術上の検討課題として，花芽分化期

と第 1花房開花期が‘アスカルビー'より早いにも関わら

ず年内収量が低いことと，雨除け下におけるベンチ無仮植

育苗での苗増殖効率が低いことが残されており，これらの

課題解決を図ると共に，県内産地の 10%以上の栽培面積割

合を持つ高設栽培 1.2)への適応性を明らかにする必要があ

る.

今後，多くのイチゴ生産者の経営向上を目指して‘古都

華'の普及を進めるためには，良食味性を有効活用できる

多様な流通販売方法について，更なる検討が必要と考えら

れる.

摘要

‘古都華'は， 2002年に奈良県農業総合センター育成系

統の‘7-3-1'に‘紅ほっぺ'を交配し得られた実生個体か

ら選抜されたイチゴの新品種であり， 2009年に品種登録出

願し，同年に出願公表された.特性は以下の通りである.

1.花芽分化期はアスカルピー'より僅かに早い.促

成栽培作型における開花期は‘アスカルビー'より早

く，‘章姫'より遅い.

2.促成栽培作型における収量は，‘アスカルビー'と比

較して 80~95%，‘章姫'と比較して 65~80% と少な

く 15g以上の正常果の収穫果重は‘アスカルビー'

と比較して同等以上である.

3.果実の糖度，酸度および硬度は収穫期間を通して高い.

4.促成栽培作型における草高と草丈は， 12月は‘アスカ

ルビー'並びに‘章姫'と同程度であるが，厳寒期の

2月には‘アスカルビー'と比較して明らかに大きい.

5.花房は長く，伸長促進のためのジベレリン処理は必要

としない.

6.二酸化炭素施用を行うことで20%近い収量増が見込ま

れる.

7.おがくずを培地とする雨除け下のベンチ無仮植育苗で

は，ランナーと子苗の発生がやや少ない.

8. ランナ一発生から判断される休眠覚醒に要する 5
0
C以

下低温遭遇時間は‘女峰'と同程度である.

9.萎黄病， うどんこ病および炭症病のいずれに対しでも

抵抗性を有しない.

謝辞

現地適応性検定試験に協力いただいた生産者，奈良県農



(10) 奈良県農業総合センター研究報告 第41号(2010年3月)

業協同組合の担当者および県の普及指導員の皆様，品種登

録出願に際し尽力をいただいた県農業水産振興課の担当者

の皆様，命名に協力いただいた多くの方々，並びに‘古都華'

の育成の過程でご協力をいただいた多くの皆様に厚く御礼

申し上げます.

引用文献

1.平山喜彦・信岡 尚・東井君枝・長村智司. 2000. ヒ。

一トモス培地によるイチゴ高設栽培の実用化に関する

研究(第 1報)根圏物理性の改善と栽培装置の開発.

奈良農試研報. 31: 25-34. 

2.小畠巳奈・前川寛之・豊田 毅・安藤正明・岡田恵子・

森岡晴美・川合良永・鳥井名実子. 2009. イチゴの軽

作業化を目指した高設栽培の普及.奈良農総セ研報.

40 : 47-49. 

3.西本登志・木矢博之・信岡 尚・矢奥泰章・前川寛之・

米田祥二.2007.イチゴのベンチ無仮植育苗における

培地と施肥量の検討.奈良農総セ研報.38: 5-10. 

4.信岡 尚.1998.アスカルビーの品種特性と栽培技術.

農耕と園芸編集部編.イチゴ品種と新技術.誠文堂

新光社.82-94 

5. 田口光弘・柴田静香. 2007.継続購買の傾向に基づい

た生産者に対する消費者のロイヤルティの計調卜直売

所の顧客 ID付き POSデータ分析.農業経営研究.132 : 

79-83. 

6.東井君枝・信岡 尚・平山喜彦. 2000.イチゴ‘アス

カノレビー'における果実の成熟に関する研究(第 1報)

果実の成熟期間と温度の関係.奈良農試研報.31: 9-16. 

"' 

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

